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https://www.youtube.com/@adra_japan
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JAPAN 日本

能登半島地震
被災者支援
石川県穴水町・七尾市・輪島市

暮らしとつながりを支える能登支援
024年1月1日の能登半島地震発生以来、ADRAは
七尾市、穴水町、輪島市で、行政、社会福祉協議会、

NPO、ボランティアなどと連携し、住民の方の生活再建と地
域コミュニティの回復に取り組んでいます。

穴水町では、災害ボランティアセンターの運営を支援し、主
に倒壊家屋の片付けや屋根のシート張りなど技術系案件の
調整・マッチングを行いました。また、仮設団地集会所への家
具・家電提供、足湯や移動カフェの実施、外出困難地域での
バス運行、ボランティアや住民の方の滞在施設の運営、企業
からの支援物資の配付など、生活に寄り添う支援を幅広く展
開。特に在宅被災者訪問事業では、一軒ずつ訪問し、医療・法
律・建築など多様な専門職とも連携して困りごとに対応し、

「支援金の申請をしていなかった。説明を聞けてよかった」な
どと、支援漏れを防ぐことができました。さらに、復旧・復興を

長期的に支えていくため、行政や地域団体、企業など13団体
と包括連携協定を締結し、地域づくりに向けた協力体制の構
築を進めました。

七尾市では、移動カフェや足湯、地域イベント支援を継続。
「まだ続けてくれていたんですね」という声もあり、住民の方
の心に残る活動となりました。夏祭りやクリスマスイベントで
は、企業より寄贈のあった靴やお菓子なども届けることがで
き、たくさんの笑顔が見られました。

輪島市では、今も必要とされているボランティアの活動環
境を整えるため、ボランティアベースを整備しモバイルハウス
を7棟設置。ボランティアに意欲的な方から「継続して支援し
たかったが、滞在場所が無かった。有難い」という言葉もあ
り、地域の復興を支える基盤づくりに貢献することができま
した。

2

在宅訪問で聞かれた声を実現。住民の方の
外出を支える「お出かけ支援バス」（穴水町）。

七尾市内のコミュニティ―センターなどで移動カフェを
継続的に実施（七尾市）。

認定NPO法人ジャパン・プラットフォーム様からの助成金
を活用し、輪島市や一般社団法人日本モバイル建築協会
などと連携し、町野町にモバイルハウスを設置（輪島市）。

自宅で生活する住民の方を訪問し、
支援金の説明や課題の聞き取りを実施。

地域の見守り体制の強化（穴水町）....................................................

ボランティア活動の継続と定着（穴水町）........................................

移動カフェ・足湯・地域のイベントサポート.....................................

在宅被災者2,119世帯を訪問、 
196世帯の要支援ニーズを把握

ボランティアは13,977人（2025年3月末）から 
16,619人（2026年3月末）へ増加

穴水町参加者116人、七尾市参加者1,135人

A
D

R
A

 J
ap

an
 A

N
N

U
A

L 
R

E
P

O
R

T

A
D

R
A

 J
ap

an
 A

N
N

U
A

L 
R

E
P

O
R

T

6 7



成 

果

現金給付支援 ........................................................................................................................................

メンタルヘルス・心理社会的支援の相談利用者 ......................................................................

メンタルヘルス・心理社会的支援の研修を受講した行政・福祉関係者 ..........................

学習キットを受け取った子ども .......................................................................................................

スロバキアにおけるウクライナ避難民社会統合支援を受けた人 .....................................

2,105人
1,578人
212人
394人
3,591人

受け、経済的・心理的な不安を軽減することができました。
緊急支援から中長期的な回復支援までを包括的に行うこと

により、人々が自身の尊厳を守りながら、困難な状況から抜け
出していけることを目指しています。

スロバキア

戦争により約690万人が国外へ避難する中、ドイツ、ポーラン
ド、チェコ、スロバキアなどで、ウクライナから避難している人々
の生活再建が進められています。スロバキアでは、ブラチスラバ、
トレンチーン、ケジュマロクの3拠点で支援を展開しました。支援
内容は現金給付、食料・生活必需品の提供に加え、心理社会的
支援、就労・生活相談、スロバキア語教育など多岐にわたります。

各センターでは、グループ活動やアートセラピー、言語教室、
子ども向け活動などを通じて、孤立防止と社会参加の促進を
図りました。首都のブラチスラバでは都市部の就労機会を背
景に語学教育や学習支援に力を入れ、トレンチーンでは地域
コミュニティを基盤としたつながりが深まるよう意識。ケジュマ
ロクでは地域団体との連携により文化活動や情報提供が行わ
れ、地域全体での交流が進みました。また、各地で食料・衛生
用品の配付やクリスマスイベントなどを通じて、特に支援を必
要とする人々に支援を届け、心理社会的ケアについては専門
機関とも連携し実施しました。

これらの取り組みにより、避難民同士の交流や地域社会と
の関係構築が進み、言語習得や就労機会の拡大など生活再建
に向けた前向きな変化が起きています。

UKRAINE, SLOVAK REPUBLIC ウクライナ、スロバキア

ウクライナ人道支援
ウクライナ全土、スロバキア

戦禍の中で暮らしを取り戻す ウクライナとスロバキアで続く支援

ウクライナ

2022年2月に深刻化したウクライナ危機を受け、ADRAは
当時から緊急対応を開始し、人々の命と尊厳を守ることを最
優先に支援に取り組んできました。ウクライナ国内では戦闘や
インフラ破壊により生活基盤を失った人々、特に高齢者、子ど
も、障害者、ひとり親世帯など、特に困難な状況に置かれた
人々を対象に、現金給付、学習支援、メンタルヘルス・心理社会
的支援、法的支援など多面的な活動を実施しています。

現金給付は、食費、医療費、家賃、生活必需品の購入など
人々が最も必要とする用途に柔軟に使える支援として、2,105
人に提供されました。ウクライナ中部ドニプロ市のオクサナ
さんは「家は完全に壊れてしまいましたが、現金給付で家賃や
食料をまかなえています。再建は容易ではありませんが、家族
の安全を守る希望になっています」と語っています。

また、戦争による学校閉鎖や教育機会の減少に対応し、家
庭や地域での学習継続を支える目的で、文房具を含む学習
キットを394人の子どもたちに配付しました。保護者からは

「家で勉強ができるようになり、子どもたちが楽しそうに取り組
んでいます」などと喜びの声が寄せられています。

心理社会的支援では、個別カウンセリングとグループセッ
ションを組み合わせ、孤独感や不安の軽減と心の回復を支援
し、これまでに1,578人がメンタルヘルス相談を利用しまし
た。参加者からは子育てや対人関係に関する気づきや変化の
声も報告されています。さらに、行政職員や福祉関係者などを
対象とした研修を実施し、212人が心理的応急処置（PFA）や
ストレスマネジメントなどのスキルを習得しました。地域の支
援対応力が強まっています。

加えて、戦時下で複雑化する生活・避難に関わる法的課題に
対応するため、弁護士による無料相談を実施。133人が支援を

学習キットを受け取り、学びを継続できるようになった子ど
もたち。

個々の課題解決に向け、法的面での相談を支援。

スロバキア国内に避難しているウクライナ人は、ウクライナ国内に残る人々へ送る食料や衛生用品の梱包作業に参加し、支援活動に貢献。

隣国スロバキアに避難するウクライナ難民への、心理社会的・語学学習などの
社会統合支援。

オンラインカウンセリングにより、心の回復を支援。

冬季の燃料配付による国内避難民への越冬支援。
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ETHIOPIA エチオピア

生計向上支援および
平和的共存促進
ガンベラ州イタン郡

農業と対話で築く 平和な地域社会を
チオピア西部に位置するガンベラ州には、隣国・南
スーダンから避難してきた約38万人の難民が暮らし

ています。しかし、難民キャンプ開設から約10年が経過した現
在も帰還は進まず、難民支援の長期化が課題となっています。
　一方で、地域住民も雨水に依存した不安定な農業に頼って
暮らしています。乾季には収穫が大きく減少するため、食料不
足が発生する中、難民流入による人口増加と支援減少が重な
り、地域住民の生活はさらに厳しくなっています。難民と地域
住民の間で緊張が生じることもあり、双方が安心して暮らせる
環境と関係づくりが課題となっていました。
　こうした状況を受け、ADRAは2024年3月から2025年7
月まで、農業支援と平和的共存の促進に取り組みました。
　農業支援では、乾季でも農業を続けられるよう井戸の掘削

やソーラーポンプ、点滴灌漑設備を整備しました。これにより、
安定した水の確保が可能となり、難民世帯と地域住民が共同
で農業を開始。日々の食料を安定的に確保できるようになりま
した。耕作地の管理も双方が助け合いながら協力して行うこと
で、コミュニティ間の平和促進にもつながっています。

平和的共存に向けた取り組みでは、地域に平和構築委員会
を設立。難民キャンプと地域住民コミュニティがともに平和に
ついて学び、対話する機会を提供しました。「自分たちにとって
平和的共存とはどのような状態か」「そのためにはどのような
取り組みが必要か」を一緒に考えることで、互いの立場や課題
への理解を深めています。対話を重ねる中で、地域の課題を
協力して解決していこうという意識も育まれ、平和的共存に
向けた土台作りが進みました。

エ

農業課題解決活動オリエンテーションを実施。 「平和について話し合う会（ピース・ダイアログセッション）」の
様子。

農地に設置されたフェンスと灌漑用の
パイプ。

農地に利用する水源を確保。

ETHIOPIA エチオピア

国内避難民支援
アファール州

農牧民の命と尊厳を守るために 多角的な支援を
0%の人口が農牧民として生活を営んでいる、エチオ
ピアの北東部に広がる自然豊かな土地、アファール

州。しかし近年は、干ばつや洪水、紛争、民族間の衝突などの
影響により多くの住民が厳しい生活を余儀なくされていま
す。また、この影響で州内および周辺地域で20万人以上が国
内避難民となって生活しており、食料や水、医療など、命と暮
らしを守るための支援を必要とする人が増えています。

ADRAが活動する地域では、食料と安全な水の確保が大き
な課題となっています。衛生施設も不足し、汚れた水の使用や
野外排せつを余儀なくされた人は、コレラなどの感染リスクが
高い状況です。ジェンダーに基づく暴力（GBV）も深刻で、女性
の約6割が身体的・心理的・性的な被害を受けていました。

こうした状況を受け、ADRAはアファール州にて、人々の命と
尊厳を守る食料配付、水・衛生環境の改善、GBVの予防および

被害者支援を組み合わせた総合的な活動を行っています。
これまでに、約500世帯へ食料を届けたほか、約1,600世

帯に水・衛生用品を配付しました。約2,200人の女性には月
経衛生管理キットも提供。水の確保が特に困難であるヤング
ディ郡では、近隣の井戸を復旧させ、給水システムと公衆トイ
レを整備し、安全な水と衛生環境のアクセスを改善しました。

支援を受けた人々からは、「きれいな水を確保できるように
なり、本当に助かっています」「夜間に危険を感じながら野外
排せつしていたが、今は近くにトイレができ、安心して利用でき
るようになりました」といった声が寄せられました。

健康だけでなく、人々の尊厳や安心にも深く関わる、安全な
水と衛生環境。ADRAは、緊急下にある人々が将来への不安
を少しでも和らげ、自分らしい暮らしを取り戻せるよう引き続
き支援を続けていきます。

9

設置した公衆トイレ。男女3基ずつ、障がい者用個室
付き。

約2,200人の女性には月経衛生管理キットを配付。 衛生啓発活動の一環として村の清掃を行った。

約4,000人が利用できる給水タンクを設置。

平和構築・農業研修への参加 ....... 農業研修や平和構築研修、対話活動等に延べ1,330人以上が参加
平和構築活動 ..................................... .

（ピース・ダイアログ）
地域平和委員会を設立、難民キャンプとホストコミュニティで 
計10回開催

灌漑設備の整備 ................................. 井戸1基掘削、ソーラーポンプ、点滴灌漑設備を設置
共同農業の開始 ................................. 難民20世帯、ホストコミュニティ20世帯の計40世帯 

（各世帯2人ずつの合計80人）が参加

安全な水の供給 ................................. 給水設備1基の修復により32,400リットル／日の給水を確保

安全な水へのアクセス改善 ........... 約4,000人が利用可能な貯水タンクを設置

衛生環境の改善 ................................. 男女別トイレ合計6基を設置し、約300人／日が利用可能に
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降、現地コミュニティと連携しながら、現金給付によって、一人
ひとりに寄り添う支援を届けています。
　カンバーニ村で一人暮らしをする65歳のマングさんは、「土
砂崩れでコーヒーの木のほとんどを失い、収入がほぼ途絶え
ました。食事にも困る日々でした」と振り返ります。支援を受
けた彼は「やっと希望が持てた」と語り、受け取った資金で
500本のコーヒーの苗を購入。「この苗が育てば、将来の生活
に安心が戻る。本当に大きな支えです」と感謝の思いを口にし
ました。
　また、ヒンカーカン村のキンさん（31歳）は、「すべてを失い、
食事をとるのも大変でした」と当時の状況を語ります。支援金
を農業再建と生活費に充てた彼女は、「もう一度やり直す
チャンスになりました」と前を向きます。そして「あなた方の
おかげで家族に新しい希望がもたらされました」と感謝を伝え
ました。
　現金給付による支援は、「必要なものを自分で選べる自由」
を通じて、人々が生活を立て直していく力を後押しします。
人々の声が示すように、この支援は単なる復旧にとどまらず、
未来を切り拓く一歩となっています。しかし、いまだ多くの家
庭が十分な再建には至っておらず、継続的な支援が求められ
ている状況です。ADRAはこれからも、人々が安心して暮らし
を取り戻していけるよう、寄り添い続けていきます。

言葉にして共有するなどの、日常生活で実践できるストレス
対処法を学ぶ講習会も実施しました。ある23歳の母親は「深
呼吸をしたり、子どもと遊んだりすることで不安が和らぎ、前
向きになれた」と語り、71歳の男性は「祈りや散歩、信頼でき
る人に話すことが心の支えになっている」と話します。このよ
うに、心理社会的ケアは心の回復だけでなく、孤立感を和ら
げ、地域のつながりを再生する役割も果たしています。
　現金給付によって、自ら必要なものを選び取り、生活に反映
できるようになったことは、「自分で生活を立て直せる」とい
う感覚の回復につながり、心理的な安定にも大きく寄与しま
した。
　物資、知識、心のケアを組み合わせた支援により、人々は少
しずつ日常を取り戻しつつあります。ADRAは今後も、ミャン
マーの人々に寄り添いながら、生活と心の両面から「明日を生
きる力」を届け続けていきます。

水害被災者支援

　2024年9月、東南アジアを広範囲に襲った台風11号（アジ
ア名：ヤギ）により、ミャンマー北東部のシャン州は激しい豪雨
と強風に見舞われ、各地で洪水や土砂崩れが相次ぎました。
特にシャン州南部のカロー市周辺では、農地や収穫前の農作
物が壊滅的な被害を受け、人々の暮らしの基盤が一瞬にして
奪われました。こうした状況の中、ADRAは2025年4月以

MYANMAR ミャンマー

国内避難民支援
水害被災者支援
シャン州

さまざまな状況下において 命と健康を守る支援を実施

国内避難民支援

　2021年以降、ミャンマーでは紛争の影響により多くの人々
が住み慣れた家を追われ、国内避難民として不安定な生活を
余儀なくされています。仮設避難所では、食料や安全な水、衛
生環境が十分に確保されず、先の見えない状況の中、身体的

な困難だけでなく、強い精神的ストレスや不安も蓄積してい
ます。ADRAはこうした状況に対し、食料や衛生用品の配付、
現金給付支援に加え、衛生啓発やジェンダーに基づく暴力予
防、心理社会的ケアなどを組み合わせた包括的な支援を行っ
てきました。
　特に心理社会的ケアでは、深呼吸やストレッチ、気持ちを

少人数グループでの心理社会的ケア講習会（ストレス軽減エクササイズ）。

1か月分の食料（米、油、豆、塩）を受け取って帰る、
避難生活を送る人々。

現金給付支援を受けた人 ................................................................................................................................ 4,376人
食料配付支援を受けた人 ................................................................................................................................ 3,802人
衛生用品配付支援を受けた人 ....................................................................................................................... 4,859人
衛生・ジェンダーに基づく暴力・心理社会的ケアに関する啓発活動で学んだ人 ........................ 3,785人

ジェンダーに基づく暴力の予防に関する講習会で身を守る方法を学ぶ。 生活再建のための現金給付支援。

現金給付支援で購入したコーヒー等の苗。収穫が
見込める3年後には家族を支える収入源になる。
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YEMEN イエメン

緊急農業復旧支援
ラヘジュ県、アブヤン県

紛争を乗り越え 人々の暮らしと営みを取り戻した農業生計の回復
エメン南部のラヘジュ県とアブヤン県は、かつて豊
かな農業地帯でした。しかし、2015年から続く紛争

にて井戸が破壊され、それに伴う経済危機により、多くの農
家が農業を断念せざるを得ない状況です。雨水に頼る不安定
な農業では収穫も収入も得られず、2025年３月のWFPレ
ポートでは、イエメン全体の57%の世帯が最低限必要な食
料を確保出来ていないと報告されていました。

そこでADRAは、元農家の人々が農業活動を再開し、生計
を回復できるよう支援を行っています。2025年度は、計81世
帯を対象に、灌漑システムの修復、農業資機材の提供、農業
研修を実施し、人々が自立的かつ持続可能な農業を続けられ
るよう委員会の設立に伴走し、支援を提供しました。

また、2022年9月から2025年6月に支援した全283世帯
を対象に、ADRA独自の追跡調査を行いました。その結果、

98.9％が農業を再開し、87％が耕作規模を拡大していまし
た。その約40%の人々は農地を2倍以上に、約7％の方は3倍
に広げていました。

灌漑の回復により多様な作物の栽培が可能となりました。
今、畑には色とりどりの野菜、穀物や果物が豊かに実っていま
す。農家の人々は、「栽培できる作物の収量がふえただけでは
ありません。トマトやナス、メロン、スイカは多くの水を必要と
するため、以前は栽培できませんでした。でも今ではいつでも
水を撒けるので、育てることができ、市場で売れる作物の種
類が増えました」とうれしそうに語ります。実際に、農家の
96.5％が「収入が増えた」とその効果を実感していました。

灌漑の回復は単なる農業再開にとどまらず、収入の安定や
家族の生活向上につながり、人々に将来への希望をもたらし
ています。

イ

実際の畑（圃場：ほじょう）での実習を通じて節水型
農業や害虫駆除技術を学ぶ。

支援したエンジンを使って井戸から水を汲み上げる。 ADRAの支援が終了した後も協力し合える農業委員
会を組織。

灌漑システムの復旧支援により育ったトマトを収穫。

ZIMBABWE ジンバブエ

教育環境改善支援
西マショナランド州ニャミニャミ地区

給食と教育支援で 子どもたちの未来をつなぐ
ンバブエにあるニャミニャミ地区では、エルニーニョ
現象による深刻な干ばつで食料不足が続いていま

す。そのため、1日に1回しか食事をとれない子どもや、家計を
支えるための労働によって学校に通えない子どもたちがいま
す。そこでADRAは、子どもたちの健康な成長と学習の継続
を支えるため、学校給食支援と不就学児童向けの特別教室
活動を実施しました。

学校給食支援ではマレンベジャ小学校の児童212人を対
象に、学校給食を提供しました。給食用の食材は清潔な部屋
で保管し、地域の母親ボランティアが交代で調理を担当。ト
ウモロコシの粉でつくられる主食のサザや野菜、豆など栄養
バランスの取れた食事を提供しました。あわせて母親たちへ
衛生的な調理法や栄養指導も行ったことで、地域全体の成長
にもつながっています。この支援により、家庭で1日1食しか取

れなかった子どもたちの健康状態や出席率が改善しました。
以前は空腹で授業に集中できなかった子どもたちが、今では
安心して学べるようになっています。 

支援を受けた子どもたちからは、「家では1回しか食事がと
れないけれど、学校で食べられるのでとても助かっていま
す」、「給食のおかげで空腹を感じずに授業へ集中でき、元気
が出てスポーツもできるようになりました。将来は一生懸命
働いて、自分のコミュニティで貧しい人々を助けたいです」と
いう感謝の声が届いています。

不就学児童向けの支援では、学校に通えなかった90人の
子どもたちのために特別教室活動を実施し、小学校卒業レベ
ルを再学習できる機会を提供しました。1年の終わりには、小
学校卒業試験の代金も支援し、子どもたちが次の教育段階へ
進む後押しを行いました。

ジ

母親ボランティアによる給食の調理・配膳。 低学年の児童の手洗いを手伝う高学年
児童。

お腹いっぱいに食べることができ嬉しそうな児童たちと
ADRAスタッフ。

学校で食べられるようになった
トウモロコシの粉でつくられるサザと豆の給食。

給食支援を受けた児童 ..................................................................................................................................... 212人

不就学児童用の特別教室に通い、小学校卒業試験代の支援を受けた児童 ................................ 90人

母親へ衛生的な調理法を指導した結果、母親の衛生知識が向上した。 

農業を再開または拡大できた世帯 ............................................ 81世帯（約570人）

農業トレーニングを通じて人々が学んだ内容 ...................... 農業技術、マーケット、ファーマーズ・グループ
についての理解と知識
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果 学資支援 .............................................................................................................................................................. 6校100人

NEPAL ネパール

スポンサーシップ
バグマティ州カブレパランチョーク郡

学びがひらく子どもたちの未来
ポンサーシップ「ナマステ基金」は、ネパールの子ども
たちの学びを支える取り組みとして、2025年度も

100人の子どもたちに学資支援を行いました。
ネパールでは、より良い生活や将来の夢を目指し、12年生

（日本の高校3年生に相当）まで学び続ける子どもたちが増え
ています。一方で、貧富の差や伝統的な社会風習、家庭内労
働、急激な家庭環境の変化などにより、教育を継続できず、途
中で断念せざるを得ない子どもたちも少なくありません。
ADRAでは、こうした子どもたちを支えるため、1年生から12
年生までを対象に学資支援を行っています。

支援を受けた一人であるサロイ・ケィ・シィさんは、6年生
だった2015年、ネパール地震で家が倒壊し、困窮した生活を
送っていました。しかし、「ナマステ基金」の支援により、高校卒

業まで通学を続けることができました。現在は日本でアルバイ
トをしながら日本語学校に通っています。「これからも学業を続
け、夢である日本での就職を目指して頑張ります」と、支援への
感謝と今後の意気込みを語ってくれました。学びを継続できた
ことが、彼の新たな挑戦につながっています。

子どもたちを支えてくださるスポンサーの皆さまには、年に
2回現地からの報告やクリスマスカードをお届けしました。支
援者と子どもたちをつなぐ機会となっています。

様々な事情により、学業の継続が難しくなる子どももおり、
2025年度は4人が中途退学となりました。それでも、多くの子ど
もたちが学び続けることができているのは、スポンサーの皆さま
の継続的なご支援のおかげです。ADRAは今後も、一人ひとりが
将来の夢に向かって学び続けられるよう取り組んでいきます。

ス

支援者の応援の気持ちと共に学用品を受け取った子どもたち。 7年生の時からナマステ基金の支援を受けたサロ
イ・ケィ・シィさん。12年生修了後、現在は日本で日
本語を学びながら、日本での就職を目指している。

子どもたちか
ら支援者に贈
られたクリス
マスカード。

教室で学ぶ日々が、子どもたちの未来につながっている。

NEPAL ネパール

栄養・水衛生支援
ルンビニ州バルディヤ郡の8自治体

地域に根付いた健康づくり 3年間で広がった栄養と衛生の変化
パール西部に位置するルンビニ州バルディヤ郡は、
全国的に見ても、州内の他の地域と比べても、栄養

状態や水衛生環境の改善が必要な状況にあります。
ADRAはこの地域で3年間にわたり、5歳未満児を中心とし

た子どもたちの栄養状態と水衛生環境の改善を目指し、行政
能力の向上、医療施設環境の整備、住民への啓発活動に取り
組みました。また、安全な水の供給に必要な浄水設備を設置
するとともに、それを管理する水衛生委員会の設立や能力強
化を通じて、持続的な管理体制の構築を支援しました。

最終年にあたる2025年度は、活動の定着と持続性の確保
を重視し、浄水設備管理委員会に対し、会計管理や修理対応
などの研修を実施。自立的な維持管理能力の強化を支えまし
た。また、地域政府と事業終了後の活動計画を協議・策定。地

域ボランティアの協力のもと、母親たちを中心とした栄養や水
衛生に関する知識普及も継続しました。地域の人々の健康を
守る仕組みが整い、それを担う人材も育ちつつあります。

3年間の活動を通じて、栄養面のケアを受ける子どもの割合
は48.8％から91％に増加し、急性栄養失調と診断される子ど
もの割合も半減しました。住民からは「水関連の病気が減った」

「手に入る食材から栄養を考えるようになった」といった声が
聞かれ、健康や衛生に関する意識や行動の変化が地域に広
がっています。

行政や住民が主体的に関わりながら進めてきたことで、
ADRAの支援終了後も、地域自身で活動を継続し、さらに発展
させていくための基盤を築くことができました。

ネ

母親を対象にした栄養・衛生知識教育。 給水設備の設置により、安全な水が飲めるように。 地元住民主体による給水施設の運営・管理。

学校にて栄養、衛生、感染症予防など、総合的な健康学習を実施。

栄養施設利用率の改善 .................... ケアを受ける子どもの割合が48.8％から91％へ増加
急性栄養失調の改善 ........................ 診断される子どもの割合が事業開始時から半減
母親向け栄養・衛生啓発 ................. 女性地域ボランティア（FCHV）418人が8,912人の母親へ実施
水衛生委員会研修 ............................. 浄水設備管理、水質検査、財務管理等の研修を計10回実施
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THE PHILIPPINES フィリピン

台風被災者支援
カマリネス・スル州シルマ村/ガーチトレーナ村/カラモアン村

地域の力で進める住まいの再建
025年11月、台風26号（フィリピン名：ウワン）がフィ
リピン・ルソン島を縦断し、約254万世帯、900万人

が被災、44万棟の家屋が損壊し、多くの人が住まいを失いま
した。住宅の再建が遅れれば、避難生活は長びき、生活環境や
安全面での問題が深刻化します。女性や子どもを含む人々の
保護リスクが高まることから、「シェルター支援」が緊急に求め
られていました。被害が集中したカマリネス・スル州では、沿岸
部の3村（シルマ村、ガーチトレーナ村、カラモアン村）で計
2,875棟が全壊。海沿いや離島に点在する地域であったこと
から、支援が届きにくい状況にありました。

そこでADRAは、これらの地域で、被災500世帯（約2,100
人）を対象に緊急シェルター支援を実施。資材を配付するだけ

ではなく、住民自身が以前よりも災害に強い住まいを再建でき
るよう、筋交い補強や屋根材の固定方法などの簡易技術研修
もあわせて実施しました。現地では漁船修理などのスキルを持
つ方も多いため、自らの手による家屋の修復が進められまし
た。一方で高齢者世帯や寡婦世帯には村の復旧補助員が支援
に入り、修復作業を手伝う体制を取りました。

地域からは「雨漏りがなくなって安心して眠れるようになっ
た」「ようやく家に戻れそう」「島まで資材を運んでもらえて本
当に助かった」などの声が寄せられました。アクセスの難しい
沿岸部や離島に資材を届けることは容易ではありませんでし
たが、地域の人々の力を生かしながら進めたこの支援は、住ま
いと暮らしを取り戻すための大きな一歩となりました。

2

配付資機材を活用し、雨風を防げる住居へと再建が
進む家屋（右）と、被災した家屋。

Build Back Better（被災前より良い復興）講習会を
通じ、次の災害への備えを推進。

離島へは船を使い建築資材を運搬。

資材を笑顔で受け取る裨益者。

緊急シェルター支援の実施 ................................................. 500世帯（約2,100人）

自立的な住宅復旧の促進 .................................................... 対象世帯の90％が家屋復旧を開始できる状態に

災害に強い住まいづくり ...................................................... 筋交い補強や資材固定方法の技術研修を実施

気候変動に対応する農業と牧畜の挑戦
ンゴルでは、過放牧や気候変動の影響により草原の
荒廃や砂漠化が進み、農業や牧畜で生計を立ててい

る人々の暮らしが脅かされています。従来の知識や生産手法
だけでは安定した収入を得ることが難しくなり、新たな取り組
みが求められる中、ADRAは農業と羊毛生産を通じた生計向
上支援を実施しています。

農業分野では、2024年から「気候変動対応型・栄養に配慮
した農業プロジェクト」を開始しました。2025年は150世帯
が参加し、太陽熱を活用して室内を温めるパッシブソーラー
温室を50基建設。安定して野菜を育てられるようになり、収入
は平均で前年の2倍以上に増加しました。家庭の食卓に野菜
が並ぶ機会も増え、子どもたちの栄養改善につながりました。
さらに地域内の協力関係が生まれ、「育てる・加工する・売る」
循環が形成されて、地域全体の約5万人に収入向上や栄養の

改善など、よい影響がでています。
羊毛生産では2022年から「ファイン・ウール羊繁殖プロ

ジェクト」を継続。上質で柔らかい羊毛が取れるオーストラリ
ア産羊の遺伝資源を活用した人工授精を、雌羊に実施してい
ます。2024年から2025年にかけて317頭誕生し、今後さら
に多くの子羊が生まれる予定です。また、2024年に生まれた
羊の毛を品質検査したところ、繊維の細さが従来の「26〜28
ミクロン」から「18〜22ミクロン」へと改善していることが
証明されました。これは、これまで主に絨毯向けに安価でしか
売れなかった固い毛質から、高級衣類に使用できる高品質の
羊毛になったことを意味します。

農業と羊毛生産を通じて地域の生計向上を後押しし、人々
は気候変動の影響の中にも、将来に希望を持って暮らしを築
いています。

モ

収穫した野
菜を効率よ
く調理・摂
取するため
の 栄 養 研
修を実施。

2024年から2025年にかけて317頭
の子羊が生まれた。

雌羊にオーストラリア産羊の冷凍精液
を使った人工授精を実施。

自宅にパッシブソーラー温室を建て、
野菜の栽培に成功したバグダウレットさん。

収入向上や栄養の改善 ............................................................................ 地域全体の約5万人
農業プロジェクトに参画した世帯 ....................................................... 150世帯
2024年から2025年に人工授精で生まれた子羊 ...................... 317頭
羊毛の品質 ...................................................................................................「18～22ミクロン」の高品質羊毛に改善

MONGOLIA モンゴル

農牧業による
生活向上支援
セレンゲ県（羊毛）、バヤン・ウルギー県(農業)
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MYANMAR, AFGHANISTAN, THE CARIBBEAN

ミャンマー、アフガニスタン、カリブ海地域、ほか

自然災害被災者支援

ネットワークで人々に寄り添う 自然災害被災者支援
025年度も、世界中で自然災害が相次ぎました。
ADRA Japanは各国のADRA支部と連携し、被災

した人々へ食料や現金給付などの支援を届けました。

ミャンマー：地震被災者支援

2025年3月28日に発生したマグニチュード7.7の地震は、
1,720万人以上に大きな影響を与えました。ADRAは地震発
生直後から被害の大きかった地域にチームを派遣し、3月30
日より現金給付支援を開始。4,787世帯に支援を届け、各自
が必要としている物資を手にすることができています。

アフガニスタン：地震被災者支援

2025年8月31日、アフガニスタン東部でM6.0の地震が発
生。東部4州の約50万人が直接的な影響を受けました。

ADRAは調査のもと、被災した1,592世帯へ1か月分の食料
を配付。当面の生活を支えました。

カリブ海地域：ハリケーン被災者支援

2025年10月下旬に、ハリケーン・メリッサがカリブ海地域
を直撃し、20万戸近くの家屋が全壊または半壊し、多くの人
が避難生活を余儀なくされました。ADRAはジャマイカ、ハイ
チ、ドミニカ共和国で合計6,700人に緊急食料支援や現金給
付の支援を実施。ジャマイカでは加えて、700世帯の水・衛生
環境を改善し、人々の暮らしの回復を後押ししました。

このほか、サイクロンや豪雨・洪水による被害を受けたイン
ドネシア、ベトナム、インド北部や、地震の被害にあったフィリピ
ンにおいても、各国のADRA支部と連携し、被災された方へ緊
急支援を届けました。

2

食料キットの配付準備を行うADRAボランティア
（ジャマイカ）。

現金給付は一人ひとりに手渡した（フィリピン）。 約1か月分の緊急食料支援を受け取った男性（アフガ
ニスタン）。

現金給付支援を受けとった女性（ミャンマー）。

ミャンマーで現金給付支援を受け取った世帯 .......................... 4,787世帯（21,320人）

アフガニスタンで食料を受け取った世帯 .................................... 1,592世帯（11,144人）

カリブ海地域で緊急支援を受け取った人 .................................. 6,700人＋700世帯（約2,800人）

ガザとレバノンで続く人道支援活動
ザでは2年に及ぶ戦争の後、2025年10月9日に停
戦が合意され、人道支援物資の搬入と緊急支援が再

開されました。しかし、人道状況と治安は依然として極めて不
安定です。国連によると、2026年4月時点で約190万人が国
内避難民となっており、これは人口の90％に相当します。

ADRAは国際NGOプラン・インターナショナルと協力し、ガ
ザの人々が寒さや雨をしのぎながら冬を越せるよう、温かい衣
類、靴、毛布、テントなどを合計832世帯（約4,160人）に届け
ました。物資はエジプトで調達し、トラックで搬送したあと、現
地パートナーを通じて住民へ配付しました。

またレバノンでは、2026年3月2日以降、空爆や地上戦が続
き、多くの人々が日常を失いました。2026年6月の時点で約
3,800人が亡くなり、人口の2割にあたる約100万人が国内

で避難生活を送っています。その多くは、親族や知人宅、あるい
は路上で生活しています。

ADRAは空爆開始の翌日に、500mlの水ボトルを600本
配付。その後も、避難民の生活環境改善を目指し、432世帯に
衛生用品、尊厳キット、1ガロン分の水ボトルを届け、370セッ
ト以上の寝具を提供しました。子どもが多い世帯や、障がいの
ある方が家族にいる世帯など特別なサポートが必要な96世
帯には、食料や衛生用品を購入できるバウチャー（金券）を届
け、避難生活の中でも必要なものを選んで購入できるようにし
ました。

ADRAは2026年度も引き続き現地の人々の多様なニーズ
に対応できるよう、現地の支援団体と連携しながら活動を続
けていきます。

ガ

支援物資の配付準備を行う現地スタッフ（ガザ）。 避難民にマットレスを配付。着の身着のまま避難
してきた彼らにとって、マットレスは体の回復を
助け、安らぎをもたらす（レバノン）。

路上生活をしている避難民に衛生用品などの支援
物資を配付（レバノン）。

食料や衛生用品を購入できるバウチャーを受け取った親子。少なくとも
1か月間、生活に必要な物資を確保することができる（レバノン）。

ガザで緊急支援物資を受け取った世帯 ..................................................................... 832世帯（約4,160人）
レバノンで水・衛生用品を受け取った世帯 ............................................................... 432世帯
水や寝具を受け取った人 ................................................................................................. 970人
バウチャーを受け取った世帯 ......................................................................................... 96世帯

GAZA, LEBANON ガザ、レバノン

人道支援
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JAPAN 日本

国内災害被災者支援
東京都（世田谷区・八丈島）

平時のつながりを生かす ネットワーク活用型支援を展開
本では年々災害が増加しています。2025年度は東京
で2件の災害に対応しました。

9月11日の大雨では、世田谷区や品川区、大田区などで河
川氾濫や内水氾濫が発生。床上・床下合わせて1,224件の浸
水被害が確認されました。ADRAは、以前から関係のある「せ
たがや災害ボランティアセンター（VC）」からの要請を受け、
サーキュレーターや清掃用雑巾などの資機材を提供。それら
の物資を活用し、VCは地元のボランティアとともに被災家庭
のゴミ出しや水抜き、拭き掃除などを進めました。年内には要
望のあった47世帯すべての支援ニーズを解消。職員の方から、

「急な依頼にも関わらず資機材を対応してもらえてありがた
い」との声をいただきました。

10月には、台風22号・23号の影響で八丈島に長期的な断

水や家屋倒壊、倒木、土石流などの被害が発生。ADRAは所
属する災害協働サポート東京（CS-Tokyo）を通じて即座に情
報収集を開始しました。避難所では栄養の偏りがあるなど、食
事面の改善が喫緊の課題となっていたことから、健康に配慮し
た食品の提供を決め、三育フーズ株式会社様のご協力のもと、
温めなくてもおいしく食べられるレトルト食品や栄養価の高い
飲料を迅速に手配しました。これらの食品は、社会福祉協議会
の職員の方が被災されたお宅を訪問する際に、水などの物資
と合わせて一人ひとりに手渡しています。食料を受け取った方
からは「料理ができないからレトルトはありがたい」「温めるだ
けで食べられるので助かった」「この前もらったハンバーグ、美
味しかったよ」と喜んでいただきました。

日

CS-Tokyoと協力して、すぐに食べられる食品・飲料を提供。

三育フーズ株式
会社様のご協力
により迅速な物
資提供が可能に。

八丈島ささえあいセ
ンター「あすなろ」に
健康に配慮した食料
が到着（協力：三育
フーズ株式会社）。

せたがや災害ボランティアセンターに水害対応に必要な資機材を提供。

東京都世田谷区での支援 ..................... 47世帯
（雑巾615枚提供、サーキュレーター11台・延長ケーブル貸与）

東京都八丈島での支援 .......................... 716世帯（レトルト食品837食、飲料300本提供）

JAPAN 日本

防災・減災活動
東京都、茨城県、神奈川県、北海道、宮城県、沖縄県など

支え合いの環
わ

 被災地での経験を次の備えへ
DRAは、支援活動で得た経験を生かしながら、首都
直下地震等への備えを進めるとともに、防災・減災に

取り組む人材やネットワークづくりを行っています。
東京圏では30年以内に70％の確率でM7クラスの直下型

地震が発生すると予測されています。ADRAは、アクションプ
ラン推進会議や災害協働サポート東京（CS-Tokyo）などの
ネットワークに加盟し、社会福祉協議会やNPO、企業などと連
携しながら、災害時に迅速な対応ができる体制づくりを進めて
います。2025年度は障がいのある方々も参加する訓練にも参
画しました。

また、自治体や学校、企業、教会などから依頼を受け、防災
や災害支援に関する講座・講話を担当。北海道から沖縄まで、
計13回、502人の方々にご参加いただきました。参加した方
からは「ボランティアにとって最も大切な視点が被災された方

の目線で考える、というのは福祉においても最も重要視する部
分であり、考えさせられた」という感想も寄せられました。

石川県穴水町では、昨年に続き静岡県袋井市の未来クリエ
イトクラブの中学生を受け入れ、防草シート張りやカフェ活
動、仮設住宅入居者との交流の機会を設けました。参加した
生徒からは、「私だったら被災した当時のことを思い出すのが
辛いのに、そういう話を私たちに話してくれて、嬉しかったし、
すごいなと思いました」という素直な思いが伝えられ、それを
聞いた住民の方が涙ぐむ場面もありました。

また、被災地域におけるコミュニティを支える取り組みとし
て、2023年の台風2号で被災した茨城県取手市双葉地区で
クリスマスコンサートを開催。約80人の住民や園児でにぎわ
いました。会場は笑顔と温かな雰囲気に包まれ、地域のつなが
りを深める機会となりました。

A

沖縄三育中学校での足湯支援体験。 宮城県山元町を訪問し東日本大震災以降の継続的
な連携を強化。

取手市双葉地区イベントでの交流。

函館三育小学校での親子防災講座。

講座・講話の実施 ................................................................ 13回、参加者502人

地域・全国ネットワーク活動への参画 ........................ 震つな、アクションプラン推進会議、CS-Tokyo等の
会議・訓練への参加・協力を実施

防災教育・交流プログラム
（袋井市未来クリエイトクラブ被災地訪問）  ............ 11人
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イエメン
　�緊急農業復旧支援

長年の紛争により破壊された灌漑
システムを復旧させ、自らの農業
の営みを再開できる状態にまで回
復させ、持続的な生計能力と農業
生産力の基盤を再構築した。

2022/9
～

2026/3

イエメン
ラヘジュ県、
アブヤン県

3人 ● �農業再開：81世帯�
（約570人）

56,233 ジャパン・プラットフォーム
2024/12/01～2025/06/30
「イエメン共和国ラヘジュ県とアブヤ
ン県における緊急農業復旧支援事業」
（5期）
2025/7/15～2026/2/14
「イエメン共和国ラヘジュ県とアブヤ
ン県における緊急農業復旧支援事業」
（6期）

ミャンマー
　�国内避難民支援事業

国内紛争により多くの避難民が発
生し、帰還の目処が立たない状況
の中、食料を調達するための現金
給付および身の回りを改善するた
めの衛生物資を提供した。

2023/7
～

2026/3

ミャンマー
シャン州

4人 国内避難民
● �現金給付：4,376人
● �食料配付：3,802人
● �衛生用品：4,859人
● �啓発活動：3,785人

62,241 ジャパン・プラットフォーム
2025/1/10～2025/7/9
「ミャンマー・シャン州南部における洪水
被災者の生活再建のための現金給付」
2025/1/10～2025/7/9
「シャン州紛争被害者のための現金給
付と衛生啓発活動」
2025/3/31～2025/12/31
「紛争下における食糧安全保障と心身
的健康ケア支援」
2025/12/1～2026/2/28
「紛争下の食料と心身的健康ケアサー
ビスへのアクセス強化」

フィリピン
　�台風被災者支援

台風被害にあった住居のシェル
ター支援を実施。

2026/1
～

2026/4

フィリピン
カマリネス
・スル州

3人 ● �復旧家屋資材受取：500
世帯

29,105 ジャパン・プラットフォーム
2026/1/5～2026/4/10
「フィリピン国カマリネス・スル州緊急
シェルター資材配付事業」

日本
　�東日本大震災
　�復興支援、
　�防災減災事業

国内の自然災害被災者支援に即
時に対応できる減災防災の体制
作りのための活動、平時から顔が
見える繋がりを作り、各機関との
連携を継続、ネットワークを広げ
る活動を行った。

通年 全国各地 4人 【減災防災】
● �防災減災講座：13回
● �防災減災講座参加者：502人
【自治体】
● �茨城県取手市双葉地区80人
● �静岡県袋井市：13人

7,577

日本
　�国内災害対応事業

● �令和7年9月11日の豪雨（世田谷）
● �令和7年台風第22号及び第23
号（八丈島）

2025/4
～

2026/3

日本各地 4人 ● �東京都世田谷区：47世帯
● �東京都八丈島：716世帯

383

日本
　�能登半島地震

2024年1月1日に、能登地方で
M7.6の大規模な地震が発生。イン
フラ被害が大きく、2月に穴水町で
支援活動を開始して以降、被災者
が安心した生活を送れるように、
行政や現地で活動するNPOやボラ
ンティアなどと協働し、多角的な視
点で課題解決に取り組んでいる。

2024/1
～

2026/3

石川県
穴水市
七尾市
輪島市

4人 【穴水町】
●�技術案件：135件
● �足湯・移動カフェ：116人
● �お出かけ支援バス:延べ27人
● �滞在施設利用者：約200人
● �在宅被災者訪問：2119世帯
● �在宅被災者訪問報告会:47人
【七尾市】
●�足湯・移動カフェ：1135人
【輪島市】
●�モバイルハウス利用者：約
300人

62,229 ジャパン・プラットフォーム
2025/4/1～2025/9/30
「輪島市町野地区復旧復興促進のた
めのボランティア宿泊環境整備事業」

緊急支援事業の
調査、資金支援等

世界各地で発生した自然災害の
被災者支援に対応すべくADRA
ネットワークを通して資金支援を
行った。

通年 その他 4人 ● �ミャンマー地震（約5,000,000円）
● �アフガニスタン地震（約370,000円）
● �インド洪水（約230,000円）
● �フィリピンセブ島地震（約1,200,000円）
● �ハリケーンメリッサ（約180,000円）
● �フィリピン台風（約300,000円）
● �ベトナム台風（約150,000円）
● �ウクライナエネルギー危機
（約3,500,000円）

7,664

インターン受入 インターンを受入れ、事務作業やイ
ベント運営等を通し、国際協力の仕
事に対する理解を深めてもらった。

通年 日本 4人 インターン：3人 73

講師派遣 高校や大学、及び講演会等に講師
としてスタッフを派遣、オンライン
及び学校訪問で講演している。

通年 日本 9人 高校・大学・講演会等：33回
（2,065人）

206

関係団体との連携 JPF、JFUN、GII/IDI、JNNEといった
NGOのネットワークに参加し、情報
交換、事業間の調整等を行った。ほと
んどの会議はオンライン開催である。

通年 日本 10人 57

イベント企画・参加 グローバルフェスタJAPAN等のイ
ベントにADRA Japanも出展した。
また、40周年特別企画を実施した。

通年 日本国内 10人 アースデイ参加者
グローバルフェスタ参加者
40周年特別企画参加者

1,607

事業報告会 東京事務所での事業報告のほか、
各地のSDA教会で報告会を実施し
た。イベントはオンラインにて実施。

通年 日本国内 8人 全国各地 60回（3,109人）
オンラインイベント開1回

1,348

小・中学校訪問・
受け入れ

教育機関向けの国際理解・平和
教育等の講演を行う。学校訪問お
よびオンライン実施。

通年 日本国内 6人 幼稚園・小・中学校：
13回（1,185人）

638

国際協力を通し学生・社会人に対する国際人としての人材育成事業

各国政府、国際機関、及び関連団体との情報交換、連絡調整、協力及び人材の派遣各国政府、国際機関、及び関連団体との情報交換、連絡調整、協力及び人材の派遣各国政府、国際機関、及び関連団体との情報交換、連絡調整、協力及び人材の派遣各国政府、国際機関、及び関連団体との情報交換、連絡調整、協力及び人材の派遣

国際協力に関する日本の社会への啓発と広報事業国際協力に関する日本の社会への啓発と広報事業国際協力に関する日本の社会への啓発と広報事業国際協力に関する日本の社会への啓発と広報事業

2
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ネパール
　�スポンサーシップ（医
療）事業

形成外科医療チーム派遣事業を
得て、関係構築した病院と協力し
て、ネパールで医療手当や治療を
必要とする脆弱層な人々の支援
体制を検討。ネパール支部とも構
想を考えている段階である。

2025/4
～

2026/3

ネパール 2人 ー 0 ー

ネパール
　�スポンサーシップ（教
育）事業

教師から聞き取り、家庭環境、経
済的事情により通学困難な生徒
へ学資支援実施。支援者にはクリ
スマスカードと子どもの様子を報
告した。

2025/4
～

2026/3

カブレパラン
チョーク郡

4人 学資支援：6校100人 4,036 通年

ネパール
　�水衛生と栄養事業

3年間で地域に衛生や栄養の意
識が向上した広がりの変化が見
えた。浄水設備管理委員会に能力
強化の研修や地域政府と具体的
な活動計画を作成した。地域ボラ
ンティアの協力のもと、母親たちを
中心に栄養や水衛生に関する知
識普及を進めた。（3年次）

2023/3
～

2026/3

ネパール
バルディヤ
郡

4人 （3年次）
● �ガバナンス強化：およそ336人
● �インフラ整備： 6 NCC施
設および8自治体の住民

● �キャパシティービルディング：
栄養ケア57施設対象277人、�
母親グループ8,912人、�
CHAST生徒300人

● �啓発活動：キャンペーン参
加者248人

46,640 日本NGO連携無償資金協力
2025/3/1～2026/3/31
「バルディヤ郡の栄養状態と水衛生環境
の向上を通した健康改善事業（3年次）」

ジンバブエ
　�教育環境改善事業

学校給食を実施。生徒たちに学校
で給食を提供し、子どもの健康な
成長を支えた。更に、不就学で
あった子どもが小学校レベルの勉
強を再学習するための特別教室
の活動も行った。

2025/3
～

2026/3

西マショナラ
ンド州ニャミ
ニャミ地区

4人 ● �給食：212人
● �特別教室：90人

39,560 フェリシモ 地球村の基金
2025/1～12

エチオピア
　�生活向上と平和的共
存促進事業

住民と難民の食料安全保障向上
と平和的共存促進を支援。
農業支援は、灌漑設備を建設し、十
分な水量を確保できる井戸を掘
削。食料の安定供給を行うことが可
能となった。耕作地は難民と地域住
民が共同で管理する体制にし、コ
ミュニティ間の平和を促進した。
平和的共存の取り組みは、地域に
平和構築委員会を設立、難民と地
域住民が平和の達成のため主体
的に考える機会を設け、平和的共
存への理解を高めた。

2024/3
～

2025/7

エチオピア
ガンベラ州イ
タン郡

2人 【N連】
● �灌漑設備：85人
● �農業課題解決活動：延べ
334人

● �平和的共存促進活動：延
べ287,000人

37,446 日本NGO連携無償資金協力
2024/3/1～2025/7/31
「ガンベラ州イタン郡ホストコミュニ
ティおよび難民の生計向上および平
和的共存促進事業」

モンゴル
　�生活向上支援

貧困家庭の収入向上につながる
温室農業を実施。羊毛生産では遺
伝資源を活用した人工授精を雌
羊に実施。生まれた子羊が成長
し、高品質の羊毛が生産できるよ
うになった。

2022
～
2026

モンゴル 3人 農業支援：150世帯 8,460

タイ
　�難民支援事業

タイ国境ミャンマー人難民キャン
プで生活する難民の支援のため
の事業形成を継続。

2025/4
～

2026/3

タイ 4人 1,962

事業形成・評価事業 新事業形成、事業評価を行うため
の準備を行った。

通年 2人 7

小規模支援事業 小規模な事業を支援。 随時 42

エチオピア
　�国内避難民支援事業

北部紛争から逃れてきた国内避
難民に、命をつなぐ支援を食糧配
付、水・衛生環境の改善、GBVの
予防および被害者支援を組み合
わせた。

2024/11
～

2026/5

エチオピア
アファール州

3人 ● �食料配付：500世帯（約
3200人）

● �給水：約4,000人
● �水衛生環境改善：1,600
世帯（約9,400人）

● �GBV予防と女性支援：
2,200人

50,810 ジャパン・プラットフォーム
2024/11/3～2025/7/25
「エチオピア・アファール州紛争危機
及び干ばつ対応水衛生支援」
2025/8/1～2026/5/31
「エチオピア・アファール州被災者の
生命維持と尊厳の回復事業」

ウクライナ
　�人道支援

ロシアの攻撃により避難している
人々に対して、物資（食糧、NFI、医
薬品など）及び現金を配付、心の
ケアなどを実施。

2022/2
～

2026/3

ウクライナ全
土、
スロバキアな
どの周辺国

4人 ウクライナ国内避難民
● �現金給付：2,105人
● �燃料配付：254人
● �学習キット：394人
● �メンタルヘルス：1,790人
● �法的支援：133人
スロバキア在住避難民
● �避難民：3,591人

137,113 ジャパン・プラットフォーム
2025/1/21～2025/6/30
「ウクライナ被災地の脆弱層のための
緊急支援事業」
2025/9/26～2026/3/31
「ウクライナ国内の脆弱な被災者のた
めの緊急生活支援事業」
2025/6/1～2025/10/31
「ウクライナの脆弱層な人々に対する
MHPSSおよびMPCA支援」
2023/10/1～2025/8/31
「スロバキアにおけるウクライナ避難民
のための地域社会統合プロジェクト」

開発途上国における支援の必要な人々への開発支援事業

国内外の自然災害、飢餓及び戦争等による被災民や難民等への緊急支援事業、復興支援及び防災・減災事業

2
0
2
５
年
度
事
業
一
覧

事業名 事業実施概要 実施場所 助成団体及び助成期間従事人数 受益対象者の範囲及び人数 支出額（千円）実施期間事業名 事業実施概要 実施場所 助成団体及び助成期間従事人数 受益対象者の範囲及び人数 支出額（千円）実施期間
A

D
R

A
 J

ap
an

 A
N

N
U

A
L 

R
E

P
O

R
T

A
D

R
A

 J
ap

an
 A

N
N

U
A

L 
R

E
P

O
R

T

26 27



A
D

R
A

 J
ap

an
 A

N
N

U
A

L 
R

E
P

O
R

T

A
D

R
A

 J
ap

an
 A

N
N

U
A

L 
R

E
P

O
R

T

28 29



A
D

R
A

 J
ap

an
 A

N
N

U
A

L 
R

E
P

O
R

T

A
D

R
A

 J
ap

an
 A

N
N

U
A

L 
R

E
P

O
R

T

30 31



A
D

R
A

 J
ap

an
 A

N
N

U
A

L 
R

E
P

O
R

T

A
D

R
A

 J
ap

an
 A

N
N

U
A

L 
R

E
P

O
R

T

32 33

https://line.me/R/ti/p/@995iiqrj
https://www.adrajpn.org/join/subscribeadra/
https://www.adrajpn.org/otakara-1/
https://www.youtube.com/@adra_japan
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https://www.adrajpn.org/reports/
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https://www.adrajpn.org/donation/
https://www.facebook.com/adrajapan?mibextid=wwXIfr&rdid=FYMxu1JjWZtee8ya&share_url=https%3A%2F%2Fwww.facebook.com%2Fshare%2F1AnJ7iME6W%2F%3Fmibextid%3DwwXIfr
https://x.com/adra_japan?s=11
https://www.instagram.com/adra_japan
https://www.youtube.com/@adra_japan
https://www.adrajpn.org



